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継続的な管理・保全が必要な森林

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
祝
金

の
創
設
内
容
は

教
職
員
住
宅
整
備

の
内
容
は

馬
渕
川
地
区
配
水
管

敷
設
工
事
は

山
岸
委
員　
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

祝
金
が
新
た
に
創
設
さ
れ
た

が
、
対
象
要
件
等
に
つ
い
て

伺
う
。

い
ら
っし
ゃ
い
葛
巻
推
進
課
長

　
新
婚
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
町
の
将

来
を
担
う
若
い
世
代
の
結
婚

へ
の
支
援
の
た
め
新
規
に
創

設
し
た
も
の
。
内
容
は
、
婚

姻
の
届
出
日
か
ら
１
年
以
内

姉
帯
委
員　
教
職
員
住
宅
整

備
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

教
育
長　
小
中
学
校
の
教
職

員
が
町
へ
住
む
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
、
場
所
は
、

堀
ノ
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー
周

辺
で
、
現
在
の
古
い
教
員
住

宅
の
一
部
を
取
り
壊
し
、
建

設
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
建

物
は
２
階
建
て
集
合
住
宅
型
、

一
戸
建
て
６
戸
を
想
定
し
て

い
る
。

　
教
職
員
が
町
に
住
む
こ
と

で
、
教
育
に
専
念
で
き
、
町

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
副
次

効
果
と
し
て
、
経
済
効
果
、

交
流
人
口
の
効
果
な
ど
も
期

待
し
た
い
。

山
崎
委
員　
畜
産
労
働
力
負

担
軽
減
対
策
事
業
費
が
拡
充

さ
れ
た
が
事
業
の
効
果
と
事

務
手
続
き
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
こ
の
事
業
は
、
労
働
力
の

負
担
軽
減
や
、
機
器
装
置
等

の
導
入
に
よ
る
省
力
化
に
寄

与
す
る
こ
と
と
、
経
費
の
節

減
や
、
労
働
時
間
の
短
縮
、

さ
ら
に
は
働
き
方
の
改
善
な

ど
に
よ
り
人
材
不
足
や
後
継

者
問
題
へ
、
一
定
程
度
の
効

姉
帯
委
員　
馬
渕
川
地
区
の

排
水
管
敷
設
工
事
は
、
ど
こ

か
ら
進
め
る
の
か
。
ま
た
、

水
道
管
の
耐
震
対
策
は
。

建
設
水
道
課
長　
漏
水
の
多

い
箇
所
か
ら
の
修
繕
計
画
で
、

５
年
度
は
岩
上
橋
付
近
か
ら

名
前
端
の
部
分
を
調
査
し
、

６
年
度
、
工
事
を
実
施
す
る

予
定
。

　
国
は
耐
震
率
向
上
の
た
め
、

耐
震
管
を
推
奨
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
の
工
事
で
も
耐

震
管
を
使
用
し
て
い
る
。
耐

震
管
整
備
に
よ
り
、
地
震
へ

の
耐
震
率
を
高
め
た
い
。

完
成
時
期
を
伺
う
。

政
策
秘
書
課
長　
１
期
工
事

に
係
る
総
額
は
40
億
７
４
９

０
万
円
で
、
２
期
工
事
は
、

消
防
分
署
棟
、
大
屋
根
広
場
、

車
庫
棟
、
外
構
工
事
が
あ
り
、

約
13
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

１
期
工
事
と
２
期
工
事
を
合

わ
せ
た
総
額
は
、
約
53
億
７

６
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み

で
、
完
成
は
、
６
年
10
月
末

を
見
込
ん
で
い
る
。

価
格
高
騰
重
点
支
援

給
付
金
の
交
付
は

葛
巻
病
院
の
介
護
療
養

病
床
廃
止
の
影
響
は

普
通
交
付
税
増
額
の

要
因
は

固
定
資
産
税
増
額

の
詳
細
は

森
林
環
境
譲
与
税
の

徴
収
と
活
用
は

新
庁
舎
２
期
工
事

の
完
成
時
期
は

畜
産
労
働
力
負
担
軽
減

対
策
事
業
の
効
果
は

柴
田
委
員　
価
格
高
騰
重
点

支
援
給
付
金
の
支
給
に
係
る

今
後
の
事
務
処
理
に
つ
い
て

伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
３
月
定
例

会
議
の
議
決
後
、
対
象
者
を

絞
り
込
み
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で

町
か
ら
手
紙
を
送
付
し
、
返

信
の
あ
っ
た
方
へ
給
付
を
進

め
る
予
定
で
、
申
請
の
あ
っ

た
方
か
ら
速
や
か
に
給
付
し

た
い
。

柴
田
委
員　
介
護
療
養
病
床

の
廃
止
で
、
医
師
や
看
護
師

な
ど
の
不
足
が
生
じ
な
い
か
。

　
ま
た
、
訪
問
診
療
や
訪
問

看
護
な
ど
の
在
宅
医
療
継
続

体
制
に
支
障
は
な
い
か
。

病
院
事
務
局
長　
在
宅
医
療

は
専
門
職
人
員
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
医
師
及
び

看
護
師
の
確
保
に
向
け
各
関

係
機
関
に
働
き
か
け
尽
力
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
介
護
療
養
病
床
が

持
っ
て
い
た
機
能
は
、
在
宅

医
療
や
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

で
補
完
す
る
こ
と
と
な
る
た

め
、
効
率
的
な
運
用
に
努
め

た
い
。

山
崎
委
員　
普
通
交
付
税
が

前
年
度
比
１
億
１
０
０
０
万

円
増
加
し
た
主
な
要
因
は
。

総
務
課
長　
前
年
度
比
３
・

４
％
の
増
と
な
っ
た
。
交
付

税
は
、
基
準
財
政
需
要
額
と

基
準
財
政
収
入
額
を
算
定
し
、

そ
の
差
額
分
を
交
付
す
る
仕

組
み
で
あ
り
、
基
準
財
政
需

要
額
は
、
包
括
算
定
に
よ
り
、

物
価
高
で
自
治
体
関
連
施
設

の
光
熱
費
や
委
託
料
の
増
加

に
対
応
す
る
分
も
算
定
さ
れ
、

約
３
０
０
０
万
円
増
加
し
た

も
の
。
ま
た
、
人
口
減
少
対

策
等
の
経
費
に
対
す
る
増
加

も
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

柴
田
委
員　
固
定
資
産
税
が

前
年
対
比
で
増
額
に
な
っ
て

お
り
、
要
因
は
償
却
資
産
増

と
の
こ
と
だ
が
、
償
却
資
産

３
２
０
０
万
円
増
額
に
至
っ

た
内
容
を
伺
う
。

住
民
会
計
課
長　
平
成
２
年

に
完
成
し
た
風
力
発
電
施
設

の
償
却
資
産
で
あ
り
、
わ
が

ま
ち
特
例
が
３
年
間
適
用
さ

れ
、
課
税
標
準
額
が
軽
減
さ

れ
て
き
た
。
こ
の
軽
減
が
外

れ
て
約
３
０
０
０
万
円
の
増

と
な
る
も
の
。

柴
田
委
員　
森
林
環
境
譲
与

税
が
前
年
度
対
比
増
と
な
っ

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
辰
柳
敬
一
委
員
長
）
は
、
３
月
５
日
と
６
日
、
付
託
さ
れ

た
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
夫
婦
に
対
し
、
結
婚
に
係

る
挙
式
、披
露
宴
、記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
、
フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
の
経
費
の
３
分
の
１
の

額
を
く
ず
ま
き
商
品
券
で
交

付
す
る
も
の
で
、
交
付
上
限

額
は
50
万
円
。
ま
た
、
町
内

で
実
施
す
る
場
合
は
交
付
割

合
を
増
や
す
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。
町
内
に
は
披
露
宴

開
催
を
見
込
め
る
施
設
や
写

真
撮
影
事
業
者
が
あ
る
た
め
、

町
内
の
二
次
的
な
経
済
効
果

に
も
期
待
し
た
い
。

新婚ライフサポート金の交付を受ける新婚夫婦

て
い
る
。
６
年
度
か
ら
森
林

環
境
譲
与
税
は
、
住
民
税
の

均
等
割
の
枠
組
み
内
で
、
国

税
と
し
て
１
人
年
額
１
０
０

０
円
賦
課
徴
収
す
る
認
識
だ

が
、
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

住
民
会
計
課
長　
県
の
均
等

割
と
合
わ
せ
て
３
０
０
０
円

賦
課
徴
収
す
る
こ
と
に
な
って

お
り
、
均
等
割
に
含
め
て
町

民
税
と
し
て
徴
収
す
る
も
の
。

柴
田
委
員　
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
た
基
金
が
町
で

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
策

に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
元
年
度
か
ら
歳
入
が
あ
り
、

当
時
は
支
出
と
し
て
活
用
す

る
割
合
が
15
％
、
基
金
積
立

て
が
85
％
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
４
年

度
ま
で
続
い
て
お
り
、
基
金

の
積
立
の
割
合
が
多
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
譲
与
税
を
積
立
て
た

基
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
長
期
的
な
視
点
で
森

林
の
整
備
、
森
林
の
保
全
、

山
に
返
し
て
い
く
と
い
っ
た

町
の
目
的
に
沿
い
、
有
効
活

用
に
努
め
た
い
。

山
崎
委
員　
新
庁
舎
の
１
期

工
事
か
ら
２
期
工
事
ま
で
の

総
工
事
費
及
び
２
期
工
事
の

果
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
３
月
下
旬

に
は
全
て
の
畜
産
農
家
へ
事

業
の
周
知
を
行
い
、
４
月
か

ら
申
請
受
付
し
、
事
業
を
実

施
し
て
い
く
予
定
。


